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◇市報は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）に発行します。新聞折り込みのほか、市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、
小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ。 平成26（2014）. 4 . 5

みんなでごみをヘラスンジャー！▽ごみになる前の話です。食べ物や製品は、多くの資源やエネルギ
ーを使って作られたり、運ばれたりした物です。これを食べたり、使ったりせずに捨てるということ
は、とっても「もったいない」ですね。

y
y

y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y

q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

m
m

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

　

平
成　

年
度
予
算
が
市
議
会
３
月
定
例

２６

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
と
４

つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は

９
百　

億
７
千
４
百
万
円
（　

％
の
増
）

６４

２.４

と
な
り
ま
し
た
。

怯
一
般
会
計
歳
入

▽
市
税　

％
の
増

４.１

　

法
人
市
民
税
を
中
心
に
増
と
な
り
、
前

年
度
予
算
に
比
べ　

億
８
千
４
百
万
円
の

１１

増
を
見
込
み
ま
し
た
。

▽
地
方
交
付
税　

・
２
％
の
減

３６

　

平
成　

年
度
に
引
き
続
き
普
通
交
付
税

２５

の
交
付
団
体
に
な
る
見
込
み
で
す
が
、
法

人
市
民
税
の
増
な
ど
の
影
響
を
考
慮
し

て
、
６
億
４
千
３
百
万
円
の
減
を
見
込
み

ま
し
た
。

▽
国
庫
支
出
金　

％
の
増

９.２

　

臨
時
福
祉
給
付
金
や
障
害
者
自
立
支
援

給
付
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、
８
億
３
千
８

百　

万
円
の
増
を
見
込
み
ま
し
た
。

６８
▽
市
債　

・
８
％
の
減

１８

　

赤
字
債
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
借

り
入
れ
の
減
な
ど
に
よ
り
、
７
億
２
千
２

百　

万
円
の
減
を
見
込
み
ま
し
た
。

７０
怯
一
般
会
計
歳
出
（
目
的
別
）

▽
民
生
費　

％
の
増

８.９

　

臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
、
民
間
保
育
園

へ
の
各
種
補
助
や
自
立
支
援
給
付
費
の
増

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

▽
土
木
費　

・
７
％
の
減

１０

　

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・　

号
線
整
備

２３

事
業
の
減
や
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
の

減
に
よ
る
も
の
で
す
。

▽
公
債
費　

・
１
％
の
減

１０

　

償
還
元
金
・
利
子
と
も
に
債
務
の
抑
制

に
取
り
組
ん
で
き
た
効
果
に
よ
り
、
減
と

な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

財
政
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

０
４

 
怯
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
展

　

市
内
の
農
地
で
育
て
た
菜
の
花
や
ひ
ま

わ
り
か
ら
食
用
油
を
搾
り
、
使
用
し
た
油

（
廃
食
油
）
を
車
の
燃
料
な
ど
と
し
て
再

利
用
す
る
試
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
８
日
（
火
）
〜
５
月　

日
１８

（
日
）　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

内　

容　

パ
ネ
ル
展
示
ほ
か

怯
学
習
講
座　

傘
入
れ
ビ
ニ
ー
ル
で
こ
い

の
ぼ
り
を
作
ろ
う

と　

き　

４
月　

日
（
土
）　

午
前　

時

１９

１０

〜　

時　

分

１１

３０

費　

用　

無
料

対　

象　

小
学
生
（
親
子
可
）

定　

員　
　

人
３０

※
ほ
か
に
、
下
水
の
中
の
微
生
物
を
顕
微

鏡
で
観
察
し
ま
す
。

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
み　

４
月　

日
（
金
）
ま
で
に
、
問

１８

合
せ
先
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）

問
合
せ　

ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
緯　

（
３

０４２

２
６
）
７
４
１
１

  　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の

２６

３５

４月の催し

ふ
れ
あ
い

下
水
道
館

官
公
署
だ
よ

官
公
署
だ
よ
りり

個
人
住
民
税
均
等
割
の
税
率
改
正

　

年
間
に
限
り
、
都

１０民
税
・
市
民
税
の
均

等
割
額
に
そ
れ
ぞ
れ

５
百
円
が
加
算
さ
れ

ま
す
（
合
計
で
１
千

円
加
算
）。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の

加
算
分
は
、
東
日
本

大
震
災
を
踏
ま
え
、

都
や
市
が
行
う
防
災

の
た
め
の
施
策
に
要
す
る
経
費
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

問
合
せ　

▽
都
民
税
…
主
税
局
課
税
指
導

係
緯　

（
５
３
８
８
）
２
９
６
９

０３

▽
市
民
税
…
税
務
課
市
民
税
担
当
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
２
２
・
９
５
２
３

 　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
ニ
ュ

２６

ー
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
、
ヤ
マ
ザ

キ
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ

で
、
都
税
の
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

納
付
可
能
な
納
付
書
は
、
ほ
か
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
同
様
に
、
バ
ー
コ

ー
ド
が
記
載
さ
れ
て
い
る
納
付
書
（
１
枚

当
た
り
の
合
計
金
額
が　

万
円
ま
で
の
納

３０

付
書
）
に
限
り
ま
す
。

問
合
せ　

立
川
都
税
事
務
所
徴
収
課
徴
収

管
理
係
緯
０
４
２
（
５
２
３
）
３
１
７
１
、

主
税
局
徴
収
部
徴
収
指
導
課
収
入
管
理
指

導
係
緯　

（
５
３
８
８
）
３
０
４
３

０３

 
怯
津
田
塾
大
学　

女
性
学

と　

き　

▽
前
期
…
４
月
８
日
〜
７
月　
２２

日
の
火
曜
日　

午
後
４
時　

分
〜
５
時　

２０

５０

分▽
後
期
…
９
月　

日
〜
平
成　

年
１
月
８

１８

２７

日
の
木
曜
日　

午
後
２
時　

分
〜
４
時　

４０

１０

分費　

用　

無
料

対　

象　
　

歳
以
上
の
方

１８

定　

員　
　

人
５０

※
保
育
あ
り
ま
す
（
有
料
、
年
齢
制
限
あ

り
、
１
週
間
前
ま
で
に
津
田
塾
大
学
総
務

課
へ
要
予
約
緯　
（
３
４
２
）５
１
１
１
）。

０４２

申
込
み　

４
月
７
日
（
月
）
〜　

日
（
金
）

１８

都
税
を
納
付
で
き
る

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が

増

え

ま

し

た

公

開

講

座

の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
午
前　

時　
１１

１５

分
〜
午
後
０
時　

分
を
除
く
）
に
、
印
鑑

１５

を
持
参
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ

※
詳
し
く
は
、
津
田
塾
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.tsuda.ac.

        
 
 
           

jp   
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

津
田
塾
大
学
教
務
課
緯　

（
３

０４２

４
２
）
５
１
３
０

怯
津
田
塾
大
学　

総
合
２
０
１
４
ウ
チ
と

ソ
ト　

壁
を
越
え
て

　

総
合
は
、
現
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

取
り
上
げ
学
生
主
体
で
運
営
に
当
た
る
講

座
で
す
。
各
界
で
活
躍
す
る
方
に
講
演
い

た
だ
き
ま
す
。

と　

き　

▽
前
期
…
４
月　

日
〜
７
月　

１７

１０

日
の
木
曜
日

▽
後
期
…
９
月　

日
〜
平
成　

年
１
月
８

１８

２７

日
の
木
曜
日

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
２
時　

分
。

３０

費　

用　

無
料

申
込
み　

当
日
、
津
田
塾
大
学
正
門
守
衛

所
へ
（
先
着
順
、
満
席
の
場
合
は
入
場
を

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

怯
嘉
悦
大
学

▽
物
の
見
方
を
学
ぶ
「
デ
ッ
サ
ン
」

と　

き　

４
月
８
日
〜
７
月　

日
の
火
曜

１５

日　

午
前　

時
〜　

時　

分　

全　

回

１０

１１

３０

１２

▽
英
語
で
話
そ
う　

初
級
英
会
話

と　

き　

４
月　

日
〜　

月　

日
の
土
曜

１２

１０

１８

日　

午
後
２
時
〜
４
時　

全　

回
１５

▽
英
会
話
初
級

と　

き　

４
月　

日
〜
平
成　

年
２
月　

２６

２７

２１

日
の
土
曜
日　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

３０

１１

全　

回
２２

※
レ
ベ
ル
別
に
ほ
か
の
ク
ラ
ス
あ
り
。

※
資
料
請
求
は
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
問
合
せ
先
へ
（
無

料
で
送
付
）。

問
合
せ　

嘉
悦
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

（
〒　

們
８
５
７
８　

花
小
金
井
南
町
２

１８７

們
８
們
４
）
緯
０
４
２
（
４
６
６
）
１
７

１
３
、
俊
０
４
２
（
４
６
６
）
３
７
４
１
、

死extension@
kaetsu.ac.j
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怯
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
の
実
行
委
員
を
募
集

　
　

月　

日
（
日
）
に
開
催
予
定
の
「
Ｎ

１０

２６

Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
元
気
村
２
０
１
４
」

の
企
画
・
運
営
の
た
め
の
実
行
委
員
を
募

集
し
ま
す
。「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
」は
市
民

と
市
民
活
動
団
体
な
ど
と
の
交
流
の
場
で

す
。
多
く
の
参
加
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
企
画
を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん

か
。

募
集
対
象　

市
民
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス

タ
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
市
民

任　

期　

５
月
〜
平
成　

年
３
月
（
年
６

２７

回
程
度
）

申
込
み　

５
月　

日
（
土
）
ま
で
に
、
問

１０

合
せ
先
へ
（
月
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

問
合
せ　

小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
す
ぴ
あ
緯　

（
３
４
８
）
２
１
０
４
、

０４２

死info@
kodairashim

inkatsud

     
           
         

o-ctr.j

       p  

怯
障
が
い
児
の
居
場
所
づ
く
り

　

居
場
所
づ
く
り
の
第
２
弾
と
し
て
、
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
に
つ
い
て
、
経
験
者
の
話
を
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
も
交
え
て
意
見

交
換
を
行
い
、
身
近
な
地
域
で
子
ど
も
の

育
ち
を
支
え
る
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け

を
作
り
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
（
火
）　

午
前　

時

２２

１０

〜
正
午

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
第
二
集
会
室

費　

用　

無
料

対　

象　

テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
市
民

定　

員　
　

人
３０

ゲ
ス
ト　

ゆ
う
や
け
子
ど
も
ク
ラ
ブ
、
こ

っ
ぺ
の
会
ほ
か

※
保
育
６
人
あ
り
ま
す
（
１
歳
児
か
ら
就

学
児
前
ま
で
。
菓
子
代
百
円
。
４
月　

日
１３

（
日
）
ま
で
に
、
申
込
み
先
へ
）。

申
込
み　

４
月　

日
（
日
）
ま
で
（
月
曜

２０

日
、
祝
日
を
除
く
）
に
、
小
平
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
あ
す
ぴ
あ
へ
（
先
着
順
）

緯　

（
３
４
８
）
２
１
０
４
、
俊　

（
３

０４２

０４２

４
８
）２
１
１
５
、
死info@

kodaira-

     
         

shim
inkatsudo-ctr.j
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怯
市
民
活
動
団
体
デ
ー
タ
集
「
む
す
ぶ
」

を
発
行

　

市
内
の
市
民
活
動
団
体
（
非
営
利
で
、

社
会
の
た
め
に
活
動
す
る
団
体
な
ど
）
の

活
動
内
容
や
連
絡
先
を
ま
と
め
た
情
報
冊

子
「
平
成　

年
度
版
む
す
ぶ
」
を
発
行
し

２６

ま
し
た
。

　

冊
子
は
、
問
合
せ
先
お
よ
び
市
民
生
活

部
市
民
協
働
担
当
（
市
役
所
１
階
）、
東

部
・
西
部
出
張
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

費　

用　

受
講
料
９
千
円

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
４
年

〜
６
年
生
（
３
年
生
は
応
相
談
）

定　

員　
　

人
２０

申
込
み　

４
月　

日
（
金
）
ま
で
（
火
曜
・

２５

日
曜
日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
問
合
せ
先
へ
（
電
子
メ

ー
ル
可
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
、
４
月　

日
（
土
）
に
当
選
者
の
み
に

２６

文
書
で
送
付
）

問
合
せ　

小
平
市
国
際
交
流
協
会
緯　
０４２

（
３
４
２
）４
４
８
８
、
死info@

kifa

     
    -  

tokyo.j

       p  

 　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
子
育
て
交

流
広
場
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
市
内
の
施

設
、
公
園
な
ど
へ
出
張
し
ま
す
。

怯
０
歳
さ
ん
集
ま
れ
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

と　

き　

４
月
９
日
（
水
）　

午
前　

時
１０

　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

と
こ
ろ　

東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室

対　

象　

お
お
む
ね
２
か
月
か
ら
ハ
イ
ハ

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

出

張

ひ

ろ

ば

イ
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
（
マ
ッ
サ
ー
ジ
は

服
を
着
た
ま
ま
で
行
い
ま
す
）

怯
中
央
公
園
で
お
そ
と
遊
び

と　

き　

４
月　

日
（
金
）　

午
前　

時

１８

１０

　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

集　

合　

市
民
総
合
体
育
館
前

対　

象　

お
お
む
ね
１
歳
６
か
月
か
ら
２

歳
台
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

申
込
み　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

緯　

（
３
４
８
）
２
１
０
０

０４２

 
と　

き　

４
月　

日
（
日
）　

午
前
９
時

２０

受
付　
　

時
開
始

１０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
市
民
ホ
ー
ル

費　

用　

Ａ
級
・
Ｂ
級
（
１
組
・
２
組
）

１
千
５
百
円
、
Ｃ
級
１
千
円
（
昼
食
付
）

内　

容　

Ａ
級
…
３
段
位
以
上
、
Ｂ
級
１

組
…
２
段
位
・
初
段
位
、
Ｂ
級
２
組
…
級

位
者
、
Ｃ
級
…
小
学
生
、
各
級
５
対
局
点

数
制

表　

彰　

賞
状
・
賞
品（
各
級
３
位
ま
で
）、

４
勝
賞
、
敢
闘
賞

主　

催　

日
本
将
棋
連
盟
小
平
支
部

春
季
市
民
将
棋
大
会

小
平
市
文
化
協
会

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

鷹
野
緯
０
９
０
（
２
３
０
３
）

７
２
４
６

 
と　

き　

４
月　

日
（
火
）
〜　

日
（
日
）

１５

２０

　

午
前　

時
〜
午
後
６
時
（　

日
は
午
後

１１

１５

２
時
か
ら
、　

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

２０

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
展
示
室

費　

用　

無
料

作　

品　

日
本
画
、
洋
画
、
工
芸
ほ
か

企
画
・
運
営　

小
平
美
術
会

問
合
せ　

鈴
木
緯　
（
３
４
４
）０
３
１
４

０４２

 
と　

き　

４
月　

日
（
土
）　

午
後
１
時

１９

　

分
開
演
・　

日
（
日
）　

午
前　

時　

１５

２０

１１

３０

分
開
演

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

無
料

問
合
せ　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
緯　
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

小
平
美
術
会
会
員
展

小
平
市
文
化
協
会

春
の
高
校
演
劇
ス
ペ
シ
ャ
ル

第　

回
１９

第３５回空間放射線量測定結果　問合せ　環境保全課緯０４２（３４６）９５３６
測定値（マイクロシーベルト／時）天候測定日測定場所・地点 地上１００尺地上５０尺地上５尺

０．０６０．０５０．０５曇り３月１４日小平第一小学校・校庭（小川町１－１０８２）
０．０５０．０６０．０６雨３月１３日小平第二小学校・校庭（仲町３１０）
０．０５０．０５０．０５曇り３月１３日小平第五小学校・校庭（花小金井６－２４－１）
０．０６０．０６０．０６曇り３月１４日上水中学校・校庭（上水南町１－７－１）
０．０５０．０５０．０４曇り３月１４日大沼保育園・園庭（大沼町２－２－８）
０．０６０．０７０．０６曇り３月１４日上宿保育園・園庭（小川町１－３０８）

※測定機器：シンチレーション式サーベイメータ（日立アロカメディカルＴＣＳ－１７２Ｂ）。
※測定値は３０秒ごとに５回測定し算出した平均値。
※東京都健康安全研究センターで震災前の平常時に観測されていた測定値は、１時間当たり０.０２８〜
０.０７９マイクロシーベルト。
※空間放射線量の市報への掲載は今回で終了します。
　今後の測定結果は、小平市ホームページまたは問合せ先でお知らせします。

　

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

は
、
平
成　

・　

年
度
の
保
険
料
率
を
決

２６

２７

定
し
ま
し
た
（
表
１
）。

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
は
、
７
月
に
お

２６

送
り
す
る
保
険
料
額
決
定
通
知
書
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
年
金
天
引
き
に
よ
る
納
付
の
方
は
、
４

月
・
６
月
・
８
月
の
保
険
料
は
平
成　

年
２４

中
の
所
得
に
基
づ
き
、
平
成　

・　

年
度

２４

２５

の
保
険
料
率
で
仮
に
計
算
し
た
額
で
す
。

怯
保
険
料
の
軽
減

　

所
得
の
低
い
世
帯
の
方
は
、
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
ま
す
（
表
２
）。
た
だ
し
、
被
扶

養
者
、
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
の
受
給
者
、

無
収
入
の
方
な
ど
、
所
得
が
不
明
な
場
合

は
、
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
で
、
所
得
の
申
告
を
し

て
い
な
い
場
合
は
、
税
務
課
（
市
役
所
２

階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
動
く
市
役
所

で
、
住
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療

担
当
緯　

（
３
４
６
）
９
５
３
８

０４２

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
す
る

と
き
、
脱
退
す
る
と
き
、
退
職
者
医
療
制

度
へ
の
切
り
替
え
の
と
き
な
ど
は
、
変
更

の
あ
っ
た
日
か
ら　

日
以
内
に
届
け
出
を

１４

し
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
国
民
健

康
保
険
税
（
国
保
税
）
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
り
、
そ

の
間
の
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
脱
退
の
手
続
き
が
遅
れ
、
誤
っ

て
国
保
の
被
保
険
者
証
を
使
っ
て
受
診
す

る
と
、
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費
を
あ
と

で
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
国
保

税
も
脱
退
手
続
き
が
済
む
ま
で
は
、
課
税

さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
の
内
容
に
よ
っ
て
必
要
な
も
の

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

怯
国
保
の
資
格
取
得
日
と
資
格
喪
失
日

　

資
格
取
得
日
は
、
加
入
前
の
健
康
保
険

の
資
格
喪
失
日
や
転
入
日
な
ど
で
す
。
資

格
喪
失
日
は
、
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
日
の
翌
日
、
転
出
日
、
死
亡
日

の
翌
日
な
ど
で
す
。
届
け
出
を
し
た
日
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

国
保
は
、
皆
さ
ん
の
納
め
る
国
保
税
で

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
保
税
の
納
付
は
、
便
利
で
納
め
忘
れ

の
な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
２
９

 　

市
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
や
燃
料
電
池
を
設
置
す
る
方
に
、
設
置

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
（
左
表
）。

　

助
成
を
受
け
る
方
は
、
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
、
機
器
使
用
の
効
果
な
ど
を
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

対　

象　

▽
市
内
在
住
ま
た
は
居
住
予
定

で
、
戸
建
住
宅
に
設
置
し
使
用
す
る
方

▽
市
内
の
共
同
住
宅
に
設
置
し
、
発
電
し

た
電
力
を
共
用
部
分
に
使
用
す
る
、
市
内

に
居
住
す
る
個
人
所
有
者
ま
た
は
市
内
に

事
業
所
を
有
す
る
法
人
所
有
者
、
管
理
組

合
の
代
表
者

▽
設
置
前
に
申
請
し
、
申
請
日
か
ら
既
築

４
か
月
・
新
築
７
か
月
以
内
に
設
置
を
完

了
で
き
る
方

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
設
置

モ
ニ
タ
ー
助
成
の

募

集

受
付
開
始
日
・
受
付
場
所　

４
月　

日
１０

（
木
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

環
境

保
全
課
（
市
役
所
４
階
）

※
４
月　

日
（
金
）
以
降
は
、
午
前
８
時

１１

　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
受
付
。

３０申
込
み　

申
請
書
類
を
受
付
場
所
へ
持
参

（
送
付
、
電
子
メ
ー
ル
不
可
）

※
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
領
は
、
環
境
保
全
課
、
東
部
・

西
部
出
張
所
、
動
く
市
役
所
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
保
全
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
８
１
８

 　

庭
木
や
生
け
垣
の
事
、
花
の
育
て
方
な

ど
、
緑
に
関
す
る
疑
問
や
知
り
た
い
事
な

ど
を
相
談
員
に
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月　

日
（
日
）　

午
前　

時

１１

１０

〜
正
午
の
指
定
す
る
時
間

と
こ
ろ　

第　

回
こ
だ
い
ら
グ
リ
ー
ン
フ

２２

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
内
（
中
央
公
園
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
４
人
ま
で
）

定　

員　
　

人
１２

相
談
員　

椎
名
豊
勝
さ
ん
（
日
本
樹
木
医

会
副
会
長
）、
和
田
博
幸
さ
ん
（
日
本
花
の

会
主
任
研
究
員
）

申
込
み　

４
月　

日
（
木
）
ま
で
（
必
着
）

２４

に
事
前
相
談
書
（
水
と
緑
と
公
園
課
（
市

役
所
４
階
）
で
配
付
）
を
問
合
せ
先
へ
送

付
（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
可
。

み
ど
り
の
相
談
所

み
ど
り
わ
か
る
で 
所 
を
開
設

し
ょ

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
当
選
者

の
み
に
結
果
を
連
絡
）

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
内
容
を

記
入
の
う
え
、
件
名
を
「
み
ど
り
わ
か
る

で
所
・
事
前
相
談
」
と
し
て
送
信
。

※
事
前
相
談
書
は
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
当
日
受
付
（
午
後
の
部
）
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
（
〒　

們
８

１８７

７
０
１　

小
平
市
役
所
）
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
８
３
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５
１
３
、

０４２

死koen@
city.kodaira.lg.j
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表２　均等割額および所得割額の軽減

平
成　

・　

年
度
の
保
険
料
率
を
決
定

２６

２７

平成２６年度当初予算額
対前年度比較平成２５年度平成２６年度区　分 増減率（％）増減額

２.４１３億９,８５１万円※５７７億７,９４９万円５９１億７,８００万円一 般 会 計

０.４６,３００万円１７６億７,６００万円１７７億３,９００万円国民健康
保険事業

特
別
会
計

７.４２億５,５００万円３４億５,４００万円３７億９００万円後期高齢
者 医 療

７.４８億８００万円１０９億７,２００万円１１７億８,０００万円介護保険
事 業

△５.２△２億２,５００万円４２億９,３００万円４０億６,８００万円下 水 道
事 業

２.４２２億９,９５１万円９４１億７,４４９万円９６４億７,４００万円合　計
※一般会計の平成２５年度については、補正予算第２号（肉付け予算）後の予算額。

小平市の財政指標
平成２４年度
東京都２６市
平　均

平　成
２４年度

平　成
２５年度

平　成
２６年度説　　明項　目

０.９６８０.９３６０.９３８※０.９４８財政力の強弱を示す数値。単年度で１を
超えると普通交付税が交付されません。
小平市は平成２２年度から普通交付税の交
付団体になりました。

財政力指数
 （ ）上段：３年平均
下段：単年度　 ０.９５８０.９３５０.９５１※０.９５８

９１.７９１.２※９６.２※９５.１
財政構造の弾力性を示します。数値の
高い小平市は、事業を見直しながら新
規事業に取り組む必要があります。

経常収支
比率（％）

２.１３.２※３.１※２.４
税などの収入のうちどれだけの割合を
借金返済に充てているかを示す指標。
下水道会計や一部事務組合の借金の返
済部分も反映させています。

実質公債費
比率

（３年平均）
（％）

※は推計値です。

小平市の基金と借金の残高見込み
平成２５年度平成２６年度

 ９１億５,０９４万円 ８２億２,５０５万円基金（市全体）

４１７億７,２１２万円４０５億７,４０３万円市債等（※）

※一般会計のほかに下水道事業特別会計、小平市土地開発公社を
含む。

予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算
のののののののののの
ああああああああああ
らららららららららら
まままままままままま

予
算
の
あ
ら
ま
ししししししししししし

後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期
高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者
医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料料料料料料料料料料料

均等割額軽減割合基　準　額

４，２００円９割
被保険者全員の年金収入が
８０万円以下で、かつ、その
他の所得がない場合

基礎控除額
（３３万円）
以下の場合

６，３００円８．５割上記以外の場合

２１，１００円５割基礎控除額（３３万円）＋（２４．５万円×被保
険者数）

３３，７６０円２割基礎控除額（３３万円）＋（４５万円×被保険
者数）
※６５歳以上で公的年金等控除を受けた方は、さらに高齢者特
別控除１５万円を控除します。

均等割額の軽減
　同じ世帯の被保険者および世帯主の合計所得額が下記の基
準を超えない場合、均等割額が軽減されます。

軽減割合基　準　額
（年金収入のみの場合）

１００％（全額）１５万円（年金収入１６８万円）以下①
７５％２０万円（年金収入１７３万円）以下②
５０％５８万円（年金収入２１１万円）以下③

※①・②は、東京都後期高齢者医療広域連合独自の軽減措置
です。

　被保険者本人の「賦課のもととなる所得金額」が下記の基
準以下の場合、所得割額が軽減されます。

所得割額の軽減

平成２６年度
から平成３５
年度まで

平成２５
年度ま
で

１,５００円１,０００円都民税の均等割額

３,５００円３,０００円区市町村民税の均
等割額

５,０００円４,０００円均等割額の合計

助成対象機器および助成金額
予定件数助　成　金　額助成対象機器

２００件

戸建住宅…出力１kW当
たり４万円（上限１０万円）
共同住宅…出力１kW当
たり４万円（上限１５万円）

太陽光発電シ
ステム

　３０件１機器当たり２万５千円燃料電池
（エネファーム）

※各機器の助成予定件数は、申込みの状況により予算の
範囲内で変動することがあります。

表１　平成２６・２７年度の保険料率

※「賦課のもととなる所得金額」とは、旧ただし書き所得のことを指し、
前年中の総所得および山林所得ならびに株式・長期（短期）譲渡所得な
どの合計金額から基礎控除額３３万円を引いた額です（ただし、雑損失の
繰越控除額は控除しません）。

均等割額

被保険者
１人当たり
４２，２００円

＋
所得割額

賦課のもととな
る所得金額※

×
８．９８％

年間保険料額

保険料額については
１００円未満切り捨て
（限度額 ５７万円）

＝

国民健康保険の届け出
そ　の　他国保に加入する場合

・市内で住所が変わったとき
（転居）

・氏名などに変更があったと
き

・国保に加入していない世帯
主が死亡したとき

・保険証をなくしたとき（再
発行）

・修学のため住所地を離れる
方がいるとき○学 
・住民票を移して施設入所を
する方がいるとき○遠 
・退職者医療制度に該当した
とき

・外国人で、在留期間を変更
したとき

・小平市に転入したとき
　（前住所で国保に加入していた
方）
　※原則として在留期間が３か月
を超える外国人の方も対象と
なります。

・職場の健康保険をやめたとき
　※職場の健康保険の被扶養者で
なくなったときや、健康保険
の加入者が７５歳になり、後期
高齢者医療制度に移ったこと
に伴い、その被扶養者でなく
なったときも届け出が必要です。

・生活保護を受けなくなったとき
・国保加入世帯に子どもが生まれ
たとき

国保をやめる場合
・小平市を転出するとき
・職場の健康保険などに加入した
とき
・生活保護を受けることになった
とき
・死亡したとき

一般会計予算の内訳

市税
298億9,600万円
（50.5％）

（市民税・固定資産税など
皆さんから納められる

税金です）

市税
298億9,600万円
（50.5％）

（市民税・固定資産税など
皆さんから納められる

税金です）

国庫支出金
99億5,893万4千円（16.8％）
（国からの補助金などで、
生活保護など特定の事業に

充てられます）

国庫支出金
99億5,893万4千円（16.8％）
（国からの補助金などで、
生活保護など特定の事業に

充てられます）

繰越金
10億円（1.7％）
（平成25年度からの繰越金です）

その他
17億192万円（2.9％）
（使用料および手数料、
分担金および負担金などです）繰入金

16億5,481万6千円（2.8％）
（各基金を取り崩すものです）

繰入金
16億5,481万6千円（2.8％）
（各基金を取り崩すものです）
市債
31億1,530万円（5.3％）
（市が国や金融機関
などから借りるお金です）

市債
31億1,530万円（5.3％）
（市が国や金融機関
などから借りるお金です）
各種譲与税・
交付金
45億5,100万2千円（7.7％）
（人口などに応じて
交付されるものです）

各種譲与税・
交付金
45億5,100万2千円（7.7％）
（人口などに応じて
交付されるものです）
都支出金
73億2万8千円（12.3％）
（都からの補助金などで、
特定の事業に充てられます）

消防費
21億8,517万7千円（3.7％）

（火災や台風などの防災活動に）

その他
8億7,964万9千円（1.5％）
（議会費、商工費、農業費、
労働費、諸支出金、予備費）

民生費
300億1,907万6千円
（50.7％）

（子どもや高齢者、身体
の不自由な方などの
福祉、生活保護などに）

民生費
300億1,907万6千円
（50.7％）

（子どもや高齢者、身体
の不自由な方などの
福祉、生活保護などに）

扶助費
180億7,458万円
（30.5％）

扶助費
180億7,458万円
（30.5％）

人件費
90億

2,115万5千円
（15.2％）

人件費
90億

2,115万5千円
（15.2％）

公債費
40億751万3千円
（6.8％）

普通建設事業費
30億1,734万7千円
（5.1％）

その他
250億
5,740万
5千円

（42.4％）

その他
250億
5,740万
5千円

（42.4％）

教育費
62億7,081万3千円（10.6％）
（学校教育、図書館、公民館、
体育施設の整備や教育振興に）

公債費
40億751万3千円（6.8％）
（市の借入金の返済に）

総務費
72億2,078万円（12.2％）
（市庁舎の管理、文化の
振興、コミュニティなどに）

衛生費
45億414万6千円
（7.6％）
（各種健康診断、
予防接種、ごみ収集、
リサイクル推進などに）

土木費
40億9,084万6千円（6.9％）
（道路・公園の整備など
住みよいまちづくりに）

土木費
40億9,084万6千円（6.9％）
（道路・公園の整備など
住みよいまちづくりに）

歳入
591億7,800万円
（100.0％）

歳出
591億7,800万円
（100.0％）
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今
ま
で
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源
化
さ
れ
ず
に
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さ
れ
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い
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用
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み
小
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子
機
器
な
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回
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し
、
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資
源
化
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ま
す
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携
帯
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